
10広報しもつま 2023.411 広報しもつま 2023.4

　市のＳＤＧｓパートナーとなっている県立下妻第一高等学
校の１・２年生は、総合的な探究の時間を利用して、生徒各
自が様々なテーマを設け、探究学習を進めてきました。２月
22日には、市職員を地域のＳＤＧｓに関する講師として招き、
探究成果発表会を開催しました。砂沼についての研究発表を
した２年生の霜

しも

村
むら

伶
れ

菜
な

さんは、「この探究をきっかけに、私た
ちのきれいな砂沼をこれからも守っていきたいです」と話し
ていました。今後も市は、ＳＤＧｓパートナーと連携した取
組みを推進していきます。 企画課

大宝 ・高道祖幼稚園でお別れ会を開催 　大宝、高道祖幼稚園が令和４年度で
閉園となることから、3月18日、それ
ぞれの園でお別れ見学会を開催しまし
た。当日は、卒園生をはじめ多くの地
元住民が訪れ、寄せ書きにそれぞれの
思いを記し、または園で保管していた
アルバムに見入っていました。

■大宝幼稚園
　昭和47年４月１日　開園
■高道祖幼稚園
　昭和46年４月１日　開園

寄せ書きをする児童（高道祖幼稚園）アルバムを見る家族（大宝幼稚園）

　市内小中学校の卒業式が、３月13日と17日にそれぞれ開
催され、小学生383人、中学生367人が母校を巣立っていき
ました。今年は在校生も卒業式に参加し、コロナ前の卒業式
の姿に近づきました。卒業生たちは友達と、また先生方と写
真を撮り合い、母校での最後の時間を楽しんでいました。

下　卒業証書を受け取る（宗道小）
右上　卒業生代表挨拶　右下　記念写真を撮る卒業生（東部中）

市内小中学校で卒業式を開催　卒業おめでとうございます道祖神祭 4年ぶりに開催大宝小学校で卒業記念社会体験を開催

　子授かり、安産の守り神として信仰が厚い高道祖
神社において、３月５日、子授け神事や厄払いと招
福を願う節分祭が盛大に行われました。縁起物、塞

さやり

棒
ぼう

（氏子がシンコ餅で作ったもの）が参拝する人た
ちに頒布され、市内外から約400人の参拝客が訪れ
ました。この祭りは新型コロナウイルスの感染拡大
により、４年ぶりの開催となりました。高道祖神社
筆頭総代の平

ひら

石
いし

利
とし

雄
お

さんは「地域の人たちの支えも
あり、開催にこぎつけました。インターネットから
情報を得たのか遠方からの問合せも多くあり、時代
性を感じます。今後も伝統ある祭りを守っていきた
いです」と話していました。

　３月19日、大宝小学校６年生の卒業を記念して、
社会体験会が行われました。当日は地元消防団や市
内企業の協力により、ポンプ車での放水や、高所作
業車での作業体験が行われ、同校の児童などが参加
しました。今回の体験会を企画したのは「大宝小お
やじの会」で、同会は子供たちや地域に貢献するた
め、大宝小ＰＴＡの保護者などが集まり、2014年か
ら活動をしています。会長の中

なか

山
やま

忍
しのぶ

さんは「コロナ
の影響で自粛してきましたが、今回は開催すること
ができました。楽しみ、協力しながら卒業した６年
生に良い思い出をプレゼントしたいです」と話して
いました。

高道祖神社の境内は多くの参拝客で賑わいました

消防団員の指導を受けて放水体験をする児童

子育て支援課

学校教育課

研究内容を発表する生徒


